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 浴室の守り神の季節到来！ 浴室換気乾燥暖房機  

 これからどんどん秋は深まっていきます。その前に、ヒートショック対策用の浴室換気

乾燥暖房機として、「壁面タイプ／浴室用／防水仕様」、「同／脱衣室・トイレ・小部屋用」、

「同／換気扇内蔵タイプ」、「同／換気扇連動タイプ」、「天井取付タイプ」（写真参照）をご

用意いたしました。 

        

 冬場の浴室の脱衣所やトイレ、廊下などで寒さにさらされると、血管の過度の収縮によ

り血圧が急変動し、脈拍が早くなり、高齢者の場合、心疾患や脳障害などの事故につなが

ることもあります。最悪の場合、急性心不全、心筋梗塞、くも膜下出血などによる突発的

な死を引き起こします。 

 

さらに高血圧・糖尿病・動脈硬化のある方、肥満気味の方、睡眠時無呼吸症候群や不整

脈がある方、お酒を飲んでから入浴する習慣のある方などはヒートショックに要注意です。 

 

 入浴前にその都度浴室をシャワーで暖めたり、脱衣所にファンヒーターを移動したりす

るのでは負担が大きいままです。浴室換気乾燥暖房機によって、安心・安全を確保してく

ださい。ご注文、お問い合わせは、躍進までお気軽にご連絡ください。 
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 総仕上げの闘いの真っ最中  

 

 

原点に立ち返り、全員主役で目標必達へ 

1 月決算の躍進にとって、10 月は第 28 期・第 3 四半期の最終月です。しかし、私たち

の勝負は 1 月の決算月を迎えてからでは遅い。年末までに 28 期の総仕上げを成し遂げ、

同時に 2027 年 2 月から始まる第 29 期の事業のめどまでつける。 

 

 今まさに、総仕上げの闘いの真っ最中です。ここから先は、一日一日が勝負です。 

 

ただ忙しく働くのではない。掲げた目標を必ず達成する。そして、一人ひとりが昨日の

自分を一ミリ超え、仲間と共に成長し、共に勝つ。その積み重ねで 28 期を最高の形で締め

くくるのです。 

 

原点は「一源愛誠」 

 こんな時だからこそ、もう一度、私たちの原点に立ち返りたい。 

 

躍進という大樹の根は、**「一源愛誠」**です。すべての源に「愛」と「誠」を置く。家

庭を思う。社員仲間を思う。協力業者を思う。仕入先を思う。そして、お客様・地域社会

を思う。 

 

 仕事とは、数字を追うだけのものではありません。その数字の向こうには、必ず人がい

る。だからこそ、目の前の一人を大切にし、今日という一日を誠実に生き切る。この根が

深く張られていれば、どんな逆風が吹いても、躍進という大樹は揺らいでも倒れません。 

 

勝負を決めるのは「覚悟」と「感即動」 

理念を知っているだけでは、現実は何も変わりません。ここからの勝負を決めるのは、

**「自分がやる」**と腹の底で決める覚悟です。 
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そして、躍進の覚悟は決意だけで終わらない。決めたら、即動く。――感即動です。 

 

考えているだけでは売上は上がらない。 

待っているだけでは仕事は生まれない。 

誰かがやってくれるでは、何も変わらない。 

 

電話一本。訪問一件。提案一つ。改善一つ。感謝の一言。大きな成果も、その始まりは

いつも**「今、自分にできる一歩」**です。 

 

 課題を感じたら即改善。感謝を感じたら即伝える。志を定めたら即動く。壁にぶつかっ

ても、目標を下ろしてはいけない。変えるべきは目標ではなく目標必達のための方法です。 

 

目標必達は「背中」で示す 

総仕上げで問われるのは、言葉の立派さではありません。一人ひとりの背中です。 

 

 誰かに言われる前に動く。仲間が困っていたら手を差し伸べる。約束を守る。やるべき

ことから逃げない。そして、最後の最後まで諦めない。 

 

 昨日を振り返り、そこから学び、今日を改善し、より善い明日へつなげる。これが、私

たちの**「彰往考来――過去を磨き、未来を創る」**という生き方です。 

 

 特別な才能などなくていい。当たり前のことを当たり前以上に積み重ね、昨日の自分を

一ミリ超えていく。それが**「凡人の美学」**です。この一ミリの積み重ねが年輪となり、

やがて誰にも真似のできない大きな力となる。目標必達とは、最後に突然起きる奇跡では

ありません。今日まで積み重ねた一歩一歩の結果なのです。 

 

28期を全員で勝つ！ 

ここでもう一度、躍進 5原則を胸に刻みたい。 

 

使命に生きる。 

志を抱く。 

本気でやり抜く。 

共に創る。 

感謝と思いやり。 

 

営業だけが頑張ればいいのではない。技術だけでも、経理だけでもない。 
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躍進丸に脇役はいない。全員が主役です。一人ひとりが自分の持ち場で、自分にしか果

たせない責任を全うする。互いを信じ、助け合い、共に働き、共に喜び、共に価値を創る。 

 

一人の力は小さくても、全員の心とベクトルが一つになった時、その力は掛け算となっ

て大きくなる。 

 

そして、目標必達の先にあるものは、単なる売上や利益ではありません。 

 

家庭が喜ぶ。 

社員仲間が喜ぶ。 

協力業者が喜ぶ。 

仕入先が喜ぶ。 

お客様・地域社会が喜ぶ。 

 

その幸福の円環こそが**「5 方良し・360 度皆 HAPPY」であり、私たちが目指す自他共

幸福**です。 

 

さあ、総仕上げだ！ 

年末までに与えられた時間は、誰にとっても同じです。しかし、その一日をどう使うか

で未来は大きく変わる。 

 

時は命なり。人生二度なし。だからこそ、一日一生。 

 

今日という日は、二度と戻ってきません。ならば今日、自分にできることをやり切ろう。

昨日の自分を一ミリ超えよう。仲間のために、もう一歩踏み出そう。 

 

絶対に諦めない。 

絶対に逃げない。 

そして、全員で勝つ。 

 

一人ひとりが主役となり、自らの壁を越え、その一歩を躍進の大きな力へ変えていく。 

 

理想は実現するもの。目標は必達するもの。28 期の総仕上げを必ず成し遂げ、その勢い

のまま第 29 期の新たな航海へ――。 

 

一源愛誠を根に、感即動で今日を生き切る。さあ、全員主役で目標必達へ！ 
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 スカイコートＷの季節到来です！ 水系ウレタン樹脂  

タイル仕上げの魅力を生かす 

強靭で柔軟な被膜を形成するタイル張り面の透明外壁防水材『スカイコートＷ』は、も

うすっかりおなじみになりました。透明度の高い水系ウレタン樹脂を主成分とした、1 液

型外壁用透明防水材です。透明な塗膜なので、タイル仕上げの意匠性をそのままに、雨水

の侵入を防ぐことができます。 

 

プライマーを含め、すべての構成材料は水系であり、危険物を一切含んでいないため、

引火や中毒の危険がなく、居住者・作業者・環境にやさしい材料といえます。 

抜群の高性能被膜 

ウレタン樹脂の特性を生かし、強靭で柔軟な被膜を形成し、驚異的なひび割れ追従性

（20mm以上）、抗張積（2670N/mm）を備えています（写真参照）。また、専用プライマーに

より、磁器タイルのような吸い込みの少ない下地へも強固に接着し、タイルの剥落の予防

に寄与します。 

      

優れた施工性 

すべての構成材料は、1 液型のため煩雑な混合作業は必要ありません。壁面施工でもダ

レ難く、適度なレベリング性により、フラットな仕上がりになります。 

防カビ・防藻機能 

防カビ・防藻機能を付与しており、不快なカビや藻の発生を抑制します。 

施工仕様 

 高い防水性に加えて、意匠性の確保や、施工性の高さなど、各方面で多大な評価をいた

だいております。そして、秋から冬だけでなくオールシーズンにわたって『スカイコート

W』は人気があります！『スカイコートＷ』のご注文、お問い合わせは、躍進までお気軽

に。ご連絡をお待ちしております。 
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躍進流 自分磨き ④ 

 

                  

 

AIに使われるな。自分の頭で考え抜け 

連載第 4 回のテーマは、自分磨きにおける「NG 行為」です。その一つが、AI への依存、

そして丸投げです。 

 

 いまや生成 AI は、文章を書き、画像をつくり、情報を整理し、時には人間以上と思える

ほど立派な答えまで返してくれます。実に便利な時代になりました。 

 

 しかし、便利だからこそ忘れてはならないことがあります。AI はあくまで道具であり、

人生の主人公ではない。 

 

どれほど AI が進化しても、最後に「何を信じるか」「何を選ぶか」「どう行動するか」を

決め、その結果に責任を持つのは自分自身です。 

 

AIは「答え」ではなく「材料」 

私は以前、ブログ『森羅万象から学ぶ人生羅針盤』で、**「AI は道具。人生を決めるの

は自分自身」**と書きました。 

 

 AI に質問すれば、瞬時に大量の情報が返ってきます。しかし、その答えをそのまま自分

の答えにしてしまった瞬間、思考は止まります。 

 

 宿題もレポートも企画書も、AI に丸投げすれば形だけは整うでしょう。しかし、それで

は自分の中に何が残るのでしょうか。 

 

 悩み、調べ、考え、迷い、選び、失敗し、また考える。その一見遠回りに見える過程こそ

が、人間の思考力や判断力を鍛え、経験を智慧へと変えていくのです。 
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だから私は、AI とは**「優秀な補助者」**くらいの距離感がちょうど良いと思っていま

す。AI に考えてもらうのではない。AI を材料に自分が考える。ここを取り違えてはいけ

ません。 

 

AIは、もっともらしく間違える 

もう一つ忘れてはならないのが、AI の回答が必ずしも正しいとは限らないことです。生

成 AI には、事実ではない内容を、あたかも事実であるかのように答えてしまう「ハルシネ

ーション」と呼ばれる現象があります。 

 

 文章が流暢で、いかにも自信ありげに答えるため、こちらが知らなければ、そのまま信

じてしまう危険さがあります。 

 

だからこそ私は、AI から得た情報ほど、「本当にそうなのか？」「根拠は何か？」「一次

情報はどこにあるのか？」と、一歩踏み込んで確かめる姿勢が必要だと思っています。 

 

疑問を持つ。調べ直す。別の資料と照らし合わせる。自分の経験とも照合する。このひ

と手間こそが、実は最高の「自分磨き」になるのです。 

 

自分の頭で考える人間であれ 

私は AI そのものを否定しているわけではありません。むしろ、これからの時代、AI を

使いこなす力はますます必要になるでしょう。 

 

ただし、AI を使いこなすことと、AI に依存することはまったく違います。便利なもの

に頼り過ぎれば、人間が本来持っている「考える力」は少しずつ衰えていきます。 

 

だからこそ、あえて自分で考える。自分で調べる。自分で決断する。そして、自分で実

践し、その結果から学ぶ。これが躍進流・自分磨きです。 

 

森羅万象すべてが師です。しかし、どれほど優れた師が目の前にいても、自分自身が考

え実践しなければ、本当の学びにはなりません。 

 

AI に答えを求める人ではなく、AI を使って自分の答えを磨ける人になる。そして最後

は、自分の頭で考え、自分の信念で決め、自分の足で一歩を踏み出す。 

 

その積み重ねこそが、昨日の自分を一ミリ超える「凡人の美学」であり、人間にしかで

きない本物の自分磨きなのです。 
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 設備寿命を考える 住宅コラム  

 住宅設備機器には当然ながら寿命があります。この寿命が少しでも長くなれば、生活費

における突然の出費を抑えることに貢献できることは間違いありません。今回は夏季のエ

アコン使用と給湯器の 2 つに絞って、その寿命を延ばす秘訣をご説明したいと思います。 

 

できるだけ短時間で済ませる 

 今年の夏も非常に暑かったです。医師をはじめ多くの専門家が、猛暑、酷暑のときは、

室内で熱中症に罹患しないように、1 日中エアコンをオンにしておくことを勧めています。 

 

しかしこれは電気代だけの問題ではなく、当然ながらエアコンの寿命を縮める最大の原

因になります。なぜならすべての機械は、使えば使うほど寿命が短くなるからです。 

 

 そこで長持ちする使い方の 1 例をご紹介します。まず 2 時間ほど屋内の温度を 20℃に設

定し一気に冷却しオフにします。その後扇風機を用い、ファンの裏側のモーター本体に、

水を冷凍庫で氷にした 500 ミリリットルのペットボトルを 2 本ひもでつなぎ跨ぐように掛

けて、そのまま風を送れば部屋の温度は涼しいままに保たれます。 

 

こまめにオンオフしたほうが長持ちする 

 そしてこれは給湯器にも言えることです。現在は 1 台でキッチンから浴室までのお湯の

供給を賄っているタイプが多くなっていますが、使わないのに給湯スイッチをオンにした

ままだと、待機電力が給湯器内部の基盤に負荷を与え続け、寿命を短くすることになりま

す。やはりこまめにオンオフすることが機械本体の負荷を軽くするのです。そして夏場は

シャワー主体で体を洗い、食器の洗い物も水洗いで済ませましょう。 

 

「エアコンはスイッチオンするときに大量の電力を使う。そのためつけっぱなしのほう

が安上がりだ」と言われますが、使いすぎて寿命が来る前に壊れては意味がありません。

給湯器も同様です。 

 

 前述のとおり、機械は人間の筋骨と違い使えば使うほど寿命が短くなります。お施主様

に無駄なコストをかけさせない提案も、工務店様やビルダー様の使命責務なのです。 

 


